
多様性を尊重した職場の

コミュニケーションと
ハラスメントを生まないために
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現代企業において、周囲が気づきやすひ「パワハラJや「セクハラ」は減つてきてしヽるかもなれません。

しかし多様化する職場や人間関係の申で、ちょつとしたコミニニケーションの不和によつて

様々なハラスメン界の芽は発生じてしヽるので丸 その芽を描む為にも

よりよい璽ミュニケーシ曇ンが重要となってきます。どこの企業でもあり得そうなシ嘉一トドラマと

その振り返りを通じて、多様性を尊重なたコミュニケーションとは何かを視聴者に考えさせるドラマ教材 です)

本作は様々なハラスメント事例を再現 した ドラマバー トと、その事例について登場人物達が振り返りながら、ディス

カッションしてし` くバー トの 2部構成になつています.登 場人物たちの意見交換を通 して、視聴者も様々な視点で
ハラスメントヘの認識を深めながら、自らの 日頃の言動を振り返りやすい構成になつています。
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